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夏秋キュウリ　の施肥改善試験

山田利賢・斉藤利男・柴田秀男
（福島県園芸試験場）

1　ま　え　が　き

福島県の夏秋キ1ウリの栽培は．農林省野菜指定産

地12を擁し，面積1，55Dhaであり，本県野菜販売金

額の首位を占めている。

栽培技術も次第に改善されてきたが，施肥量は年々

増加の傾向にあり，主産地における標準施肥量は極め

て多い。現実にはこれよりかなり多い施肥が行われて

おり，連作される場合には5年めに至り生育，収量が

劣る例が見受けられる。

したがって，これが施肥改善のため．多肥による生

育障害の有無，土壌悪化の程度及び綬効性複合肥料を

用いて減肥や整枝法を変えた場合の生育，収量につい

て，同一は場に5年連作して検討した。

2　試　験　方　法

試験区は第1表に示すように，旺L4が慣行多肥，‰2，

5は緩効性複合肥料を用いた中肥，‰1は同じく緩効

性を用い少肥の区とした。Nl1，2は放任とし，株間75

cm，軋15，4は整枝を行い株間‘Ocmとした。

第1蓑　試験区

謡 施肥成分量¢免／10a）
栽植珠間 整枝方法

y P205 Ⅹ20

Nn 1 S D 2 0 5 0
7 5（Ⅶ 放　　　　 任

帖12 50 5 5 5 0 〝 〝

N15 ／′ 〝 〝 d O 現地慣行整枝

‰ 4 8 2 50 dO 〝 〝

試験競操は1区11．25が，2連制。

供試土壌は有機質に富む洪積に由来する埴壌土であ

る。品種は新光A号を用い，5か年ともに6月10日に

直はした。

施肥方法は，基肥はロータリーによる全面全層施肥，

追肥は各区ともに第1回は株元に施し，それ以降はし

きわら面上に散布した。

肥料は，軋1～5は堆肥5t／10乱，苦土石灰150晦

を用い，施肥成分は基肥にCI川複合燐加安，追肥に

はⅣK化成を2回に分施．所定量を施した。旺14は，

基肥に堆肥St，鶏ふん200極，昔土石灰200物，燐加

苦土安2号180軌硫安50晦，t用熔憐80毎を，追

肥に堆肥5七，篤ふん500傾，硫安90励液肥源48

号40軌　NX化成100晦を適切に7回に分施した。

なお，‰5，4の整枝処理（1本仕立て，子．孫づ

る第2菓位上摘心）は8月上旬までとしそれ以降は放

任とした。

5　試　験　結　果

1　草体の生育

は種後40日の主枝長，菓教，分枝数についてみる

と，各区間に大きな差はみられず，葉色についても多

肥の‰4が特に濃いこともなく，初期の生育は5か年

とも同じで差は認められなかった。

収穫終期の草体の生育は，主校長は各区とも4．5m

程度で試験区及び年による差は少なく，汗ば同じであ

った。子づるの発生本数は各年ともに登校される丁も5，

4は多く，長さは層かった。そのため総つる長は，5

か年ともに帖15，4は‰1，2に比べて約2分の1で25

椚前後であった。したがって，草体の生育量は施肥の

多少による差はみられず，整枝の有無による差が大き

かった。

2　収　量

収穫調査は，品質別（出荷規格別），時期別に行い，

品質別Sか年の収量について第2表に示したとおりで

ある。

絵収量は，1年めは軋り，2ともに207極々2．5カが，

陀15は197相，悼14は199毎で収量差はほとんどみら

れず，2年めはN15が170毎と少なく（2連のうち1

連の低下が著しい）他は191～208■物を示し，前年と同

じく大きな差はなかった。5年めの収量は，恥1が19°

毎，Nn2は204細，Nn5，4は1d4，185毎で，整枝し

た区がやや減収したが，5か年を通してみると，本試

験の限りでは．施肥量による収量差はみられず，むし

ろ整枝した直がやや劣るように思われた。

品質別収量割合は，A級巣が特に高い区もみられず．

ほぼ総収量に比例していたが．放任のNl1，2区では後

者が，‰5，4では前者が（2年めを除く）わずかに上位

等級某が多いように思われる。

しかし，これらの総収量及びA級果量の甘検定では，

2連制のためもあって試験区間に有意な差はみられな
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かった。

なお，時期別収量については．5か年ともに，収穫

ごく初期（8月上旬）の収量は，軋5，4区がやや多

第2衷　収　量　調　査

かったが，これは‰1，2区より株間が狭く栽殖密度が

高いことによるようである。8月下旬以降の収量は，

ごくわずかであるがNl1，2＞No．5，4であった。

2区合計22．5が（陀Ll．2は20枚，N15，4は24株）

年　次　　試験区
A　級　　　　　B　級　　　　　C　級　　　　　く　ず　　　　　合　計

本　数　重量　本　数　重　量　本　数　重　量　本　数　重　量　本　数　重　量

ト▲1

1年日　　払2
（昭和48年）　Nn5

＼．い1

8㌔　8。吻　87。本。8吻　285本

905　　　89　　　871　　　砧　　　251

785　　　79　　　685　　　71　　　219

887　　　°8　　　717　　　74　　　278

吻
2°　　　　550

24　　　508

25　　　249

51　　　258

本 梗　　　本
55　　　2，121

28　　　2，115

24　　1，914

28　　1，940

207毎

207

197

199

Nl1

2年目　　‰2

（昭和47年）　帖5

N14

750　　　75　　　525

772　　　78　　　850

占05　　　85　　　477

708　　　74　　　　575

Nn1

5年目　　Nn2

（昭和48年）　‰5

N14

5d7　　　d2　　　　555

555　　　　58　　　　847

454　　　49　　　475

417　　　45　　　512

51　　　2占9

85　　　258

5D　　　204

58　　　519

28　　　458

25　　　459

22　　　559

55　　　559

41　　2．002　191

42　　　2，099　　20d

55　　1．d45　　170

55　　1．959　　200

2（～9　　　　28　　　544

285　　　50　　　516

240　　　28　　　597

215　　　22　　　447

47　　1，955　198

47　　1，979　　204

58　　1．5（～4　1°4

40　　1，591　1（～5

5　土壌の化学性

作付期間中のⅣ03－Nと，作付前と作付後の土壌の

pH，Ⅳ03一N，NH4－N，CEC，置換性塩基，有効態燐

酸について，少肥のNllと多肥の軋14について分析し

た。作付2年と5年めは異常乾燥の年であったが．作

付期間中のNO3－Nは第1図に示した。初年めは≠11

は5／呼／乾土100ダ中，‰4は10呼以内に経過し，2

年めは‰1は10ノ呼．‰4は2D呼以内と上昇した。更

に，5年めに至り特に異常少雨の影響もあり．一時的

（8月）には‰1は50〟呼，沌14は‘0昭に達し．外観．

収量的には濃度障害はみられなかったが，その危険性

をはらんでいると思われた。

また，多肥区の軋4の2作直後のⅣ03－封は171呼

であったものが，5年作付直前には2．5〟轡に落ちてお

り，一冬越す間に′、ウス土壌と異なりかなりの流亡が

みられた。更に5作終了時には55．5〟轡と高かったが

翌春追跡し分析しなかったので，これの流亡量につい

ては明らかにし得なかった。

土壌中の置換性塩基の当量比は．各区ともCa／Kは

4以下，Mg／芯は1以下と不均衡であったが．これは

供試土壌中の瓦の含量が多いうえに．鼠の施肥量が多

かったことによると考えられる。

なお．参考までに‰1と‰4について，葉と果実を

それぞれ5回にわたり，乾物率，5要素の分析をした

10 昭和46年（1作め）
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時期　　7月　　　　8月　　　　9月　　10月

第1図　NO3－町の推移
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結果，多肥のN84は少肥の恥1に比べて，葉ではP（＋

2占喀），Ca（＋17痴）が多く，果実では？（＋24喀），

が多かった。

以上から，夏秋キ1ウリの施肥量は，この供試土壌

条件においては，10a当たり堆肥5tを施し，基肥に

援効性複合肥料を用い．y5D軌　P20520軌　Ⅹ20

50軸で，整枝をしない放任栽培でも9tの収量が得

られ，慣行多肥整枝栽培に劣らないことがわかった○

しかし，実際の現地での施肥設計に当たっては，地

質，肥よく度により．できるならば土壌分析のうえ決

定するのが望ましく，土壌によっては有機質の増施，

Rの減量，Mg．Caの増施など土壌改良を充分考慮す

る必要がある。また．慣行多肥は少雨の年や5年連作

時には土壌中の肥料濃度が高まり．生育障害を生じや

すい条件にあると考える。

夏秋キュウリの摘葉に関する試験

小原房雄・中村正輝・小野公二
（岩手県園芸試験場）

1　ま　え　が　き

夏秋キ1ウリの栽培管理のなかで，側枝の摘心や摘

葉に作業労力を多く要している。摘葉は，合掌内部へ

の光線透過をよくし，側枝の発育をよくするとともに

成戻りを図り，着果数の増加による多収を期待するた

に行われ，なかには一時に多量の摘葉をする例も見ら

れ．収量，品質が低下している傾向もある。ここでは

摘葉の程度と時期が，生育・収量・品質に及ぼす影響

を知るため，昭和47年～48年に試験した結果につ

き報告する。

2　試　験　方　法

第1，2表に示す。

1　品種　ときわ北星号

2　は種期　8月1日

5　栽植距離　支柱幅210のわ．粂間75の竹，挟間dO

mlOa当たり1．170株

4　整枝法　親，子蔓，2本仕立．各55節摘心で

側枝は2節で摘心し8月15日以降は側枝の摘心を行

わない。

5　施肥量　元肥，堆肥4，000毎．炭カル150旬㌧Ⅳ

第2衰　摘葉日（48年度）

－15切，P205－27喝㌧】む015毎追肥，N－28・8軌

Ⅹ20－28．8吻

8　1区面栢及び区制　1区4．27が，2区制

第1蓑　試験方法

年度別 摘　 葉　 方　 法　 （1回当り）

47 年

親　　 蔓 2 葉　 4 葉 ‘菓

親＋子蔓 2 葉　 4 葉 ‘葉

親＋子蔓慣行 （下葉5枚のみ輪業）

48 年

は程後50 日以降親＋子蔓 2 葉　 4 葉

〝　 占5日以降 2菓　 4 葉

親＋子蔓慣行 （下葉5枚のみ摘葉）

7　摘菓始と摘葉量　試験年度により，異なるが，

下葉5枚摘葉以降，下位葉から，摘葉を始め昭和47

年度は，は毯後42日目の7月12日から摘莱始め，

親蔓摘葉区の総摘葉量24葉，親＋子蔓の摘葉区は，

親蔓24葉．親＋子蔓24葉計48菜摘葉として比較

した。

昭和48年度は，摘葉開始時期をは種後50日以降

と85日以降に分け，親善20葉，子蔓20葉．計40葉

とし比較し，摘葉月日は第2表のとおりであるD

試　 験　 区 摘　　　　 葉　　　　 月　　　　 日 回　 数 摘乗数

5 0 日以降 2 葉
7／ 20，22，25， 24，2°， 28．50　 8／ 1．5， 5， 7　　　 1 1 0 1 4 0 枚

　 〝　 4 〝

8 5 日以降 2 〝

…ク…ア莞 ㍑ 15ヲ莞 ヲ7， 1川 25　　　　 日 ≡ 〝

／′

〝　　　 4　〝 8／ 5 ，9 ， 15 ，17， 21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5 ／′

慣　 行　 区 下葉 5 葉のみ


